
東京支部からの便り

従前より、シニア世代に偏っていた同窓会イベントの参
加者を、幅広い世代に広げるべく、各種取組を進めてきた
が、昨年 6 月に開催した常任理事会では、参加者を若手
に限定したイベントを開催することの合意がなされ、実施
に向けた活動を開始した。

9 月に実施した本イベントのテーマは「Empowering 
next business leaders」。各界で活躍中の先輩会員（※

1）を囲むワークショップを実施。参加者を 45 歳以下に限
定するというチャレンジングな企画だったが、20 代（23
名）、30 代（24 名）の申込みにより、締切 1 週間前には
定員 50 名が満席に。イベント会場（iu 竹橋サテライトオ
フィス）を無料で提供くださった中村伊知哉 iu 学長（1984
卒 東京支部常任理事）と柄澤康喜東京支部長の挨拶の後、
ビジネスリーダー単位の８テーブルの座談会がスタートし、
それぞれ大いに盛り上がった。
※ 1　柄澤康喜氏（1975 卒　三井住友海上火災保険㈱

常任顧問）、荒木隆司氏（1981 卒　㈱インテラセッ
ト代表取締役）、中森真紀子氏（1987 卒　中森公
認会計士事務所代表 / 伊藤忠商事㈱ 社外取締役）、
岡崎健氏（1988 卒　㈱ファーストリテイリング取
締役グループ上席執行役員兼 CFO）、増田真男氏

（1991 卒　㈱日本政策投資銀行常務執行役員）、
篠原靖直氏（2001 卒　三菱地所㈱ DX 推進部ユ
ニットリーダー）、瀬尾萌氏（2008 卒　JP インベ
ストメント㈱）、矢野健太氏（2012 卒　㈱パンフォー
ユー代表取締役）

1 月に開催した新春経済交流会は、「世代と分野を超え
て考える DE&I」というテーマで、各世代の様々な分野で
活躍する女性会員（※ 2）によるパネルディスカッションを実
施。このイベントの女性参加者比率は 35％と同窓会史上
の最高を記録した。
※ 2　絹川幸恵氏（1988 卒　みずほビジネスパートナー

㈱代表取締役社長）、盛玲子氏（1994 卒、㈱三井
住友銀行 国際金融法人部長）、村上沙穂氏（2009
卒、㈱ DG Daiwa Ventures アドバイザー）、山
村萌氏（2016 卒、㈱シナモン）、久下舞子氏（2023
卒、有限責任監査法人トーマツ）、モデレーター：
大澤和明氏（2016 卒、㈱スマートプラスクレジッ
ト代表取締役）

若手向けイベント　集合写真

新春経済交流会　モデレーターとパネリスト
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本年５月に開催した支部
総会は、湊長博総長によ
る《10 年ぶりの現役総長
講演》で幕を開けた。本
講演は「老いと病い 超高
齢化社会を迎えて」という
演題で、医学的見地のみ
ならず、哲学的な視点等を
も織り込んだ、大いに示唆
に富む内容で、多くの聴講
者に感銘を与えるものだっ
た。

学歌斉唱とともに始まっ
た第二部の総会では、まず
柄澤康喜支部長から、支部
活動の更なる拡大に向けた
抱負を語っていただき、続
いて経済学研究科長及び
同窓会理事長である若井
克俊教授から、今回参加
された草野真樹副研究科
長 ･ 教授の紹介の後、経
済学部の現況及び取組み
中の課題などを説明いただ
いた。次に荒木常務理事からは、前期決算報告、この１年
の活動及びサステナブルな同窓会運営を企図した DX 化と
各種イベントをプロジェクトベースで行うことの説明があっ
た。続いて成長戦略本部の鈴木卓馬氏より同本部の各種
の活動報告がなされ、その後、浅山理恵常任理事（1987
卒）によるここのえ会の紹介と全員での記念撮影を行った。

第三部となる懇親会は、最年長参加者である合田隆年氏
（1960 卒）による乾杯のご発声で始まり、昨年同様、《同
期を中心としたグループ》に加え、《キャリア・子育て》、《旅
行・地方創生》、《生成 AI・テクノロジー》、《企業経営と
組織づくり》等のテーマ別テーブルで、参加者間の活発な
情報交流、意見交換が行われた。

最 後に、 来 年 の 支 部 総 会 は、2026 年 5 月 9 日 ㈯
16:00 ～ 19:00 に、KKR ホテル東京 10 階「瑞宝」で開
催　是非ご参集を！

西川 浩（昭和 57 年卒）

柄澤康喜支部長ご挨拶

湊長博総長ご講演

集合写真

集合写真

若井克俊理事長ご挨拶
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